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趣旨

概要

女性研究者の活躍を推進する取り組みの一環として、持続的な社会と未来に貢献す
る優れた研究などを行っている女性研究者及びその活躍を推進している機関を表彰。
なお、芦田基金（※）より、副賞１００万円提供のご協力をいただきます。
※ １９９４年に、デザイナーの故 芦田 淳 氏が、青少年教育を目的として設立した
基金。

対象者（自薦／他薦ともに可）

• 【輝く女性研究者賞】
：女性研究者 １名 原則４０歳未満
（ただしライフイベントによる研究活動
休止期間を勘案）

• 【輝く女性研究者活躍推進賞】
：機関 １機関
女性研究者の活躍推進に貢献する、他機関の
モデルとなるような取り組みを行っている機関

選考委員
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応募状況

応募状況及び今後のスケジュール

応募期間 ４月１日～６月３０日
応募状況 輝く女性研究者賞（女性研究者） １００件以上

輝く女性研究者活躍推進賞（機関） １０件以上

今後のスケジュール

• 選考 ７月上旬～８月中旬
• 受賞者・受賞機関発表 １０月１７日（理事長記者説明会を予定）
• 表彰式 １１月１７日 １３：００～１４：３０

（場所：日本科学未来館（予定））

表彰式に併せて受賞者、受賞機関代表者等と、一般参加の高校
生とのトークセッションも実施予定。

現在、プログラムを調整中。受賞者発表の際に詳細を発表予定。



・第7回科学の甲子園ジュニア全国大会
・第9回科学の甲子園全国大会
・「国際科学オリンピック 日本開催シンポ
ジウム」開催概要
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日時： 令和元年１２月６日(金)～８日(日)

場所： つくば国際会議場、つくばカピオ

第7回科学の甲子園ジュニア全国大会

昨年度（第６回）の様子

１２月６日（金）：開会式、オリエンテーション
１２月７日（土）：筆記競技、実技競技（２競技）

選手交流パーティー
１２月８日（日）：ブース展示、表彰式

主催： 国立研究開発法人科学技術振興機構

共催： 茨城県、茨城県教育委員会、つくば市

後援： 文部科学省、全日本中学校長会、全国中学校理科教育研究会、公益社団法人日本理科教育振興協会（全て予定）

スケジュール：
種目 競技数 競技者数 配点比率 競技時間

①筆記競技 １競技 ６名/１競技
筆記競技と実技競技
の配点比率は １：２

７０分程度/１競技

②実技競技 ２競技 ３名/１競技 ９０分程度/１競技

実技競技①
「溶解熱はふたつある」筆記競技

実技競技②
「ザ・キューブ2」

※都道府県大会（主催：都道府県教育委員会）は
６月～９月に順次開催しています。
こちらへの取材も是非お願いいたします。
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日時： 令和２年３月２０日(金)～２３日(月)

場所： ソニックシティ、サイデン化学アリーナ

（さいたま市記念総合体育館）

実技競技①
「地学ペンタスロン」

実技競技③
「ツール・ド・さいたま」

実技競技②
「糖を問う」

第9回科学の甲子園全国大会

昨年度（第8回）の様子
筆記競技

種 目 競技数 競技者数 配点比率 競技時間

①筆記競技 １競技 ６名／１競技
筆記競技と
実技競技の
配点比率は
１：２

１２０分程度

②実技競技 ３競技
３～４名／
１競技

競技毎に
決定

３月２０日（金）：開会式、オリエンテーション、筆記競技
交流イベント

３月２１日（土）：実技競技（３競技）
３月２２日（日）：特別シンポジウム、表彰式、ブース展示

フェアウェルパーティー
３月２３日（月）：エクスカーション、解散

主催： 国立研究開発法人科学技術振興機構

共催（予定）： 埼玉県、埼玉県教育委員会、さいたま市、さいたま市教育委員会、高等学校文化連盟全国自然科学専門部

後援（予定）： 文部科学省、公益社団法人日本理科教育振興協会

スケジュール：

※都道府県大会（主催：都道府県教育委員会）は
６月～１月に順次開催しています。
こちらへの取材も是非お願いいたします。
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日本科学未来館
科学コミュニケーション活動における

注目テーマの設定について
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日本科学未来館 注目テーマを設定
日本科学未来館では、科学技術がかかわる重要な社会課題を注目テーマを設定し、市民を巻き込んだ
科学コミュニケーション活動を今秋より重点的に展開する。

テーマ「人工知能が及ぼす社会変革」
【背景】
● 人工知能は、社会の注目を集めているテーマのひとつ

● 「なんでもやってくれる」「仕事が奪われる」といったイメージ先行の期待と不安が交錯

● 理解が進まず、人工知能の利用を避けるといった人々が増え、その恩恵を社会全体が享受できない
可能性がある

● 未来館では、道具としての人工知能の理解、およびAI社会における人間の価値や役割を来館者と
ともに考えていく

【実施内容】
● 産業技術総合研究所人工知能研究センターの未来型AI自販機

に対する市民参加型実証実験(秋)

● 落合陽一氏(筑波大学准教授)総合監修の常設展
「日常に溶け込む計算機環境 自然と人間」(仮)の公開(秋)

● 学校団体向けワークショップ「人工知能との付き合い方」の開始(秋)

● 小学生らがプログラミングを通じて人工知能の可能性と限界を考える
実験教室(来年はじめ) 落合陽一氏総合監修の常設展イメージ


